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質
疑
　
福
祉
バ
ス
の
購
入
は
来

年
３
月
ま
で
に
納
車
さ
れ
る
の

か
。
ま
た
、
内
部
設
備
や
性
能

に
関
し
て
問
題
な
い
か
。

総
務
課
長
　
仕
様
書
内
に
納
車

期
日
を
来
年
３
月
ま
で
と
し
、

内
部
設
備
、
性
能
等
を
記
し
入

札
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

❖
政
策
調
整
課
関
係
❖

▼�

知
内
町
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

と
し
て
３
，
８
０
０
万
円
計

上
▼�

知
内
町
ふ
る
さ
と
納
税
推
進

事
業
と
し
て
３
億
円
計
上

▼�

し
り
う
ち
地
域
お
こ
し
協
力

隊
事
業
と
し
て
１
，
０
４
０

万
９
千
円
計
上

　
　
　

奨
学
金
返
還
応
援
事
業

は
町
内
の
事
業
所
と
町
が
協
力

し
て
行
う
事
業
だ
が
、
理
解
し

て
い
る
事
業
所
は
ど
の
く
ら
い

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
事
業
開
始
す

る
ま
え
に
町
内
の
事
業
所
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
10
社
以
上
が

制
度
の
理
解
を
頂
い
て
い
る
と

質
疑

質
疑

総
務
課
長

政
策
広
報
係
長

令和５年第１回定例会は、３月７日（火）
に招集され、会期を３月13日（月）までの
７日間と決め、３名の議員による一般質
問（11～13頁に掲載）が行われました。
また、令和４年度一般会計及び特別会

計の補正予算等の議案29件、意見書案１
件のほか、令和５年度の行政執行方針及
び教育行政執行方針が述べられ、審議し
た議案については、いずれも原案のとお
り可決しました。
なお、令和５年度一般会計及び各特別

会計予算に関連する議案22件について
は、議長を除く議員全員による予算審査
特別委員会に付託の上、「原案のとおり可
決すべきもの」としました。

令 和 ５ 年令 和 ５ 年
第第１１回回定例会定例会

令和５年度一般会計予算

（前年度当初比：3億680万円増）
45億2,050万円45億2,050万円をを可決!!可決!!

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

令
和
５
年
度
予
算

　

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
前
年
度
対
比
で
３
億

６
８
０
万
円
（
７
．３
％
）
増
の

45
億
２
，
０
５
０
万
円
。

　

特
別
会
計
当
初
予
算
は
公
共

下
水
道
事
業
が
企
業
会
計
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
対

比
２
億
２
，
７
０
４
万
８
千
円

減
の
12
億
２
，
３
０
７
万
６
千

円
。
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

（
企
業
会
計
含
む
）の
当
初
予
算

の
総
額
は
62
億
９
，
２
０
８
万

４
千
円
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

歳
出
の
主
な
も
の

歳
出
の
主
な
も
の

❖
総
務
課
関
係
❖

▼�
防
災
拠
点
庁
舎
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
改
修
事
業
と
し
て
７
３

１
万
５
千
円
計
上

▼�

福
祉
バ
ス
更
新
事
業
と
し
て

４
，
０
０
０
万
円
計
上
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第１回定例会の概要

把
握
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

事
業
の
対
象
と
な
る
方
が
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
年
度
は

状
況
を
見
な
が
ら
内
容
を
随
時

見
直
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
品
目
数
は
、
返
礼
品
の
上
位

で
約
42
％
を
占
め
る
が
残
り
の

品
目
は
。

　
　
　
　
　
　
　
返
礼
品
は
約

２
６
０
品
目
あ
り
ま
す
。
返
礼

品
の
中
で
も
、
お
米
等
は
定
期

便
や
お
米
の
キ
ロ
数
な
ど
組
み

合
わ
せ
て
返
礼
品
と
し
て
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
返
礼
品
の
数

が
多
い
ほ
ど
ふ
る
さ
と
納
税
を

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
可
能
性

が
高
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
新
し
い
返
礼
品
を
開
発

す
る
こ
と
で
知
内
町
の
お
土
産

等
に
繋
げ
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
返
礼
品
は
町

の
特
産
品
な
の
で
、
道
の
駅
等

で
Ｐ
Ｒ
し
て
お
土
産
に
し
て
い

け
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
他
の
市
町
村
に
負
け
な

い
よ
う
な
返
礼
品
の
構
想
は
あ

る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
全
国
的
に
ふ

る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
す
る
工
夫

は
し
て
い
ま
す
。
当
町
も
安
定

的
に
供
給
で
き
る
も
の
や
、
高

品
質
な
ど
い
く
つ
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
寄
付
者
の
中
に
は
リ

ピ
ー
タ
ー
と
し
て
購
入
す
る
人

も
い
ま
す
の
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー

を
増
や
し
な
が
ら
魅
力
あ
る
返

礼
品
の
開
発
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
付
金
は
知
内
高
校
の
事
業

に
充
当
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
は
企
業
か
ら
の
寄
付

と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
に
つ

い
て
は
知
内
高
校
の
魅
力
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
こ
と
で
知

内
高
校
の
魅
力
に
繋
が
る
事
業

に
充
当
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

に
つ
い
て
は
国
が
認
定
す
る
地

域
再
生
計
画
に
よ
り
、
ふ
る
さ

と
創
生
事
業
に
も
充
当
で
き
る

の
で
寄
付
状
況
に
よ
っ
て
充
当

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

❖
生
活
福
祉
課
関
係
❖

▼��

海
岸
漂
着
物
等
地
域
対
策
推

進
事
業
と
し
て
８
０
０
万
円

計
上

▼�

し
り
う
ち
認
定
こ
ど
も
園
委

託
事
業
と
し
て
１
億
30
万
３

千
円
計
上

▼�

し
り
う
ち
生
活
応
援
券
交
付

事
業
と
し
て
４
，
２
０
０
万

円
計
上

❖
産
業
振
興
課
関
係
❖

▼�

ニ
ラ
共
同
調
整
包
装
施
設
利

用
助
成
事
業
と
し
て
１
，
９

０
９
万
７
千
円
計
上

▼�

町
有
林
整
備
事
業
と
し
て

３
，
０
３
８
万
４
千
円
計
上

▼�

漁
業
系
廃
棄
物
処
理
事
業
と

し
て
１
７
３
万
９
千
円
計
上

▼�

こ
も
れ
び
温
泉
設
備
管
理
事

業
と
し
て
１
，
５
３
５
万
７

千
円
計
上

　
　
　
新
規
就
農
者
確
保
緊
急

対
策
と
新
規
就
農
者
育
成
総
合

対
策
は
同
時
に
支
援
し
て
も
ら

う
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

本
人
負
担
分
は
必
ず
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

政
策
広
報
係
長

政
策
広
報
係
長

政
策
広
報
係
長

政
策
広
報
係
長
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２
つ
の
事
業

は
国
と
道
の
事
業
に
な
り
ま
す

の
で
同
時
に
支
援
で
き
ま
す
。

他
の
自
治
体
も
使
う
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
加
え
て
、
町
独
自

と
し
て
、
上
限
の
５
０
０
万
円

を
超
え
る
部
分
の
本
人
負
担
分

を
上
限
１
２
５
万
円
ま
で
助
成

す
る
事
業
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
独
立
就
農
す

る
際
に
補
助
金
や
生
活
費
、
原

材
料
を
含
め
、
今
後
５
ヵ
年
分

の
資
金
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
作
成
し
ま
す
。
そ
れ
を
農
協
、

町
、
本
人
、
場
合
に
よ
っ
て
は

金
融
機
関
も
入
っ
た
中
で
十
分

な
審
査
を
し
て
い
ま
す
。
実
態

と
し
て
初
期
段
階
は
大
き
な
所

得
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
、

融
資
も
比
較
的
大
き
な
融
資
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
、
十
数
年

か
け
て
返
済
し
て
い
く
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
町
で
は
国
と
道
の
制
度

を
活
用
し
て
町
と
し
て
１
２
５

万
円
の
上
乗
せ
し
、
で
き
る
だ

け
初
期
投
資
の
経
費
負
担
を
軽

減
し
た
い
考
え
で
す
。

　
　
　
漁
船
海
難
防
止
事
業
の

対
象
者
は
漁
業
協
同
組
合
員
の

み
な
の
か
。
ま
た
、
船
に
設
置

す
る
梯
子
の
寸
法
は
決
ま
っ
て

い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
事
業
対
象
者

は
漁
業
協
同
組
合
員
の
み
を
考

え
て
い
ま
す
。
３
部
会
よ
り
本

事
業
を
是
非
行
っ
て
ほ
し
い
と

要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ま

ず
は
組
合
員
に
８
割
補
助
で
梯

子
を
取
り
付
け
て
い
た
だ
き
、

漁
労
活
動
に
専
念
で
き
る
よ
う

な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
寸
法
に
つ
い

て
は
、
詳
細
は
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
固
定
式
で
船
の
後
ろ

側
に
つ
け
る
の
が
良
い
と
意
見

が
あ
り
ま
す
。
折
り
畳
み
式
で

伸
ば
す
と
海
面
下
に
届
く
梯
子

を
考
え
て
い
ま
す
が
、
漁
業
者

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
循
環
型
漁
業
等
推
進
事

業
の
事
業
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
循
環
型
漁
業

等
推
進
事
業
は
、
カ
キ
殻
や
残

渣
の
再
利
用
に
つ
い
て
調
査
を

行
う
も
の
で
す
。現
在
は
、農
業

分
野
に
お
い
て
カ
キ
殻
や
残
渣

を
粉
砕
し
た
も
の
を
土
壌
改
良

剤
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の

で
す
が
、
粉
砕
す
る
の
に
ど
の

程
度
費
用
が
か
か
る
の
か
、
誰

が
事
業
を
や
る
の
か
検
討
し
て

い
ま
す
。
水
産
利
用
で
は
、
カ

キ
殻
に
昆
布
の
遊
走
子
を
付
着

さ
せ
、
海
中
に
設
置
し
、
周
辺

に
藻
場
が
造
成
さ
れ
る
か
試
験

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
観
光
協
会
の
活
動
助
成

と
観
光
促
進
事
業
の
事
業
内
容

は
。

　
　
　
　
　
　
　
知
内
観
光
推

進
機
構
が
解
散
す
る
こ
と
に
伴

い
、
観
光
推
進
計
画
に
基
づ
く

事
業
を
町
が
主
体
と
な
っ
て
観

光
協
会
と
連
携
し
て
進
め
て
い

く
形
と
な
り
、
そ
の
必
要
経
費

に
つ
い
て
観
光
協
会
に
助
成
す

る
も
の
と
な
り
ま
す
。
観
光
推

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
道
の
事

業
で
北
海
道
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
割
と
い

う
宿
泊
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
３
月
末
で
終
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
４
月
よ
り
町

内
に
観
光
目
的
で
宿
泊
す
る
お

客
様
へ
の
助
成
と
、
観
光
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
対
し
て
助
成
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
外
国
人
受
入
事
業
者
助

成
事
業
で
す
が
各
事
業
所
の
整

合
性
は
と
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
補
助
金
上
限

は
１
人
あ
た
り
15
万
円
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
補
助
率
が
２
分

の
１
以
下
と
な
り
ま
す
の
で
ご

理
解
下
さ
い
。

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

産
業
振
興
課
長

農
業
振
興
係
長

水
産
振
興
係
長

水
産
振
興
係
長

商
工
観
光
係
長

産
業
振
興
課
長
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北
島
三
郎
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
入
込
客
数
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
４
年
度

の
入
込
客
数
は
１
月
末
時
点
で

５
，
４
７
４
名
で
す
。

　
　
　
　
函
館
市
の
北
島
三
郎

記
念
館
が
休
館
と
な
っ
て
い
る

事
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
に
よ
り
来
場
者
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

❖
建
設
水
道
課
関
係
❖

▼��

町
道
除
排
雪
業
務
委
託
料
と

し
て
３
，
８
０
０
万
円
計
上

▼�

ス
ミ
レ
団
地
改
修
工
事
と
し

て
４
，
８
０
０
万
円
計
上

▼�

町
道
知
内
川
沿
線
舗
装
補
修

工
事
と
し
て
２
，
９
２
０
万

円
計
上

❖
教
育
委
員
会
関
係
❖

▼�

知
内
町
教
育
費
無
償
化
事
業

と
し
て
１
，
２
３
０
万
円
計

上
▼�

知
内
高
校
体
育
館
外
部
改
修

工
事
と
し
て
７
，
０
０
０
万

円
計
上

▼�

知
内
高
校
電
灯
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
工
事
と
し
て
６
，
５
０
０

万
円
計
上

　
　
　
知
内
町
教
育
費
無
償
化

事
業
は
教
育
振
興
基
金
を
財
源

と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
万
が
一
基
金
が
な
く

な
っ
た
場
合
で
も
継
続
で
き
る

事
業
か
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
不
安
定

な
財
源
の
た
め
、
毎
年
か
か
る

経
費
を
安
定
的
に
確
保
で
き
る

よ
う
財
政
と
相
談
し
な
が
ら
実

施
し
て
い
き
た
い
。

質
疑

質
疑

町
長

商
工
観
光
係
長

副
町
長

条
例
の
制
定
・
改
正

条
例
の
制
定
・
改
正

■
知
内
町
奨
学
資
金
貸
付
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　

昭
和
47
年
に
条
例
が
で

き
、
今
回
条
例
の
見
直
し
で
改

正
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
無
利

子
の
貸
付
で
あ
り
が
た
い
が
、

給
付
型
の
奨
学
金
を
取
り
入
れ

る
予
定
は
あ
る
か
。

　
　
　
町
の
政
策
と
し
て
企
業

と
連
携
し
奨
学
金
を
半
分
助
成

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
利

用
者
が
い
ま
せ
ん
。
町
内
で
ど

れ
だ
け
奨
学
金
を
返
済
し
て
い

る
方
が
い
る
の
か
含
め
、
調
査

し
な
が
ら
教
育
委
員
会
と
相
談

し
判
断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
道
の
認
定
・
変
更

町
道
の
認
定
・
変
更

■
町
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更

に
つ
い
て

　
　
　
ス
キ
ー
場
連
絡
橋
が
町

道
認
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
改

良
を
早
く
進
め
る
こ
と
は
で
き

る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
当
該
路
線
の

町
道
認
定
に
よ
り
国
交
省
の
補

助
金
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
の
で
、
早
急
に
手
続
き

を
進
め
、
改
修
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
疑

質
疑

町
長

建
設
水
道
課
長

第１回定例会の概要

庁舎内にある北島三郎ギャラリー

スキー場連絡橋
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　知内町議会では、議会改革の一環として、より多くの町民の皆様に本会議及び予算・決算委員会を見てい
ただけるよう、インターネット動画配信サイトYouTubeにより、会議の様子をインターネット上でライブ中
継しています。また録画配信も行っており、過去の本会議や予算・決算委員会の様子も
ご覧になることができます。
　視聴方法については、詳しくは町ＨＰをご覧ください。
　https://www.youtube.com/channel/UCFe9Qrvntvu4hSjWR8oKp7w

令和5年度各会計予算審査採決結果

会計区分
採決 成

澤
　
五
郎

笠
松
　
悦
子

松
井
　
盛
泰

城
地
　
秀
樹

吉
田
　
峰
一

五
十
嵐
捷
爾

木
村
　
　
一

谷
口
　
康
之

○
賛成

×
反対

一般会計 8 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険事業特別会計 8 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療特別会計 8 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計 8 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道事業会計 8 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
下水道事業会計 8 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※各会計の採決に、議長及び山田委員長は加わらない。

令和５年度 議会費予算の概要
前年度対比　前年度対比　266266千円減千円減

単位：千円
区　分 令和４年度 令和５年度 増　減 説　　　明

報 酬 20,440 22,140 1,700 月額：議長25万５千円、副議長20万円
　　　委員長18万千円、議員17万円

職 員 手 当 等 8,573 9,336 763 期末手当

共 済 費 6,125 6,645 520 議員共済負担金等

旅 費 2,867 2,909 42 議員町外費用弁償、研修旅費、普通旅費

交 際 費 450 450 0 議会としての各種交際費

需 用 費 1,051 1,152 101 議会だより印刷製本費、法規、各種購読料

使用料及び賃借料 23 996 973 会議システム使用料

備 品 購 入 費 4,912 371 ▲ 4,541 議会配信用パソコン

負 担 金 509 685 176 渡島管内町村議会議長会、渡島西部四町議会議
員連絡協議会負担金等

合 計 44,950 44,684 ▲ 266 一般会計に占める議会費の割合＝0.99％


